
寺
檀
関
係
の
推
移

寺
院
は
社
会
の
中
で
も
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
目
的
と
機
能
を
も
っ
て
存
在

し
て
き
た
。

寺
院
は
、
釈
尊
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
、
そ
の

宗
教
実
践
の
道
場
と
見
徹
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、

簡
略
に
そ
の
歴
史
を
繕
い
で
み
る
。

寺
の
語
源
は
サ
ン
ガ
、
精
舎
で
あ
る
。
釈
尊
当

初
、
寺
は
出
家
者
が
開
法
、
修
行
す
る
場
で
あ
っ

た
。
釈
尊
滅
後
、
そ
の
舎
利
塔
を
中
心
に
集
う
人
々

の
教
団
で
は
寺
は
出
家
と
在
家
の
共
同
の
道
場
と

し
て
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
サ
ン
ガ
の
意
味
に

「
密
接
な
結
合
」
「
信
仰
者
の
共
同
体
」

の
解
釈
が

あ
る
こ
と
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

日
本
で
は
仏
教
渡
来
当
時
、
国
家
と
貴
族
の
祈

願
所
で
あ
り
、
繁
栄
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
教
化
の

対
象
も
限
ら
れ
た
階
層
を
中
心
と
し
、
当
時
の
寺

院
の
遺
構
を
見
て
も
信
徒
の
座
る
席
は
狭
く
、
一

般
民
衆
の
集
ま
る
施
設
で
は
な
い
こ
と
が
解
る
。

鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
初
め
て
仏
教
は
民
衆
の
手

に
渡
っ
た
と
い
え
る
。
日
蓮
聖
人
の
支
持
層
は
主

に
中
・
下
級
の
武
士
で
あ
り
、
親
鸞
上
人
の
支
蒔

層
は
地
方
農
民
に
も
広
が
っ
て
い
る
。
伽
藍
の
造

営
も
官
立
で
は
な
く
、
信
仰
心
に
基
づ
く
私
立
と

な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
民
衆
に
よ
る
寺
院
の
建
立
は
末
法
思

想
と
も
相
保
っ
て
小
規
模
の
実
用
本
位
の
も
の
で
、

布
教
所
、
集
会
所
と
し
て
使
わ
れ
た
。
こ
こ
に
、

宗
教
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
寺
院
が
誕
生
し
た
の

で
あ
る
。

江
戸
時
代
に
入
り
、
徳
川
幕
府
の
政
策
に
よ
り
、

そ
れ
ま
で
自
主
、
自
立
し
て
い
た
各
宗
寺
院
が
幕

藩
体
制
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

幕
府
は
本
寺
・
末
寺
の
関
係
を
制
度
化
し
、
寺
格

を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
全
寺
院
を
統
轄
し
、
宗
門

改
め
の
制
を
設
け
、
寺
請
け
証
文
が
定
め
ら
れ
る

に
至
っ
て
寺
院
は
戸
籍
管
理
権
を
持
つ
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
た
め
、
寺
院
と
僧
侶
は
別
格
の
社
会

的
地
位
を
得
た
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
幕
府
の
社
会
階
級
秩
序
維
持
の
政

策
は
、
折
伏
道
化
を
行
軌
と
す
る
日
蓮
教
団
の
特

色
を
失
わ
し
め
た
。

門
弟
の
教
育
は
勤
行
等
、
礼
儀
作
法
を
主
と
し
、

僧
侶
と
し
て
の
形
式
を
整
え
る
こ
と
が
重
視
さ
れ

た
。
こ
の
た
め
、
専
門
分
野
で
の
評
価
は
高
い
学

者
や
布
教
者
は
輩
出
し
た
も
の
の
、
宗
魂
気
概
に

富
み
、
狙
意
を
伝
弘
し
よ
う
と
す
る
僧
侶
は
少
な

か
っ
た
。

檀
信
徒
へ
の
教
化
も
、
現
世
の
招
福
の
祈
り
、

死
者
の
追
善
の
祈
り
と
い
っ
た
、
儀
式
的
祈
り
が

中
心
と
な
り
、
現
実
改
革
的
な
布
教
教
化
活
動
は

後
退
し
た
。

こ
う
し
た
僧
侶
は
、
寺
に
や
っ
て
来
る
人
々
だ

け
を
相
手
に
す
る
よ
う
に
な
る
。
現
在
の
寺
の
在

り
方
の
原
型
で
あ
る
家
の
宗
教
は
、
江
戸
時
代
に

成
立
し
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
末
期
に
入
る
と
、
体
制
に
組
み
込
ま

れ
た
既
存
の
宗
教
で
は
充
た
さ
れ
な
い
大
衆
の
中

か
ら
、
天
理
教
、
金
光
教
等
の
新
し
い
宗
教
が
台

頭
し
始
め
て
い
る
こ
と
が
目
さ
れ
る
。

明
治
に
な
り
、
新
政
府
は
神
祇
中
心
の
祭
政
一

致
政
策
を
と
り
、
廃
仏
毀
釈
を
断
行
し
、
仏
教
教

団
は
大
打
撃
を
受
け
た
。
明
治
四
年
(
一
八
七
一
)

に
は
戸
籍
法
改
正
に
と
も
な
い
、
宗
門
改
め
が
廃

止
さ
れ
、
檀
家
制
度
は
そ
の
法
的
根
拠
を
失
う
こ

と
に
な
っ
た
。

明
治
五
年
に
は
新
法
で
僧
侶
の
結
婚
が
公
認
さ

れ
、
僧
侶
も
家
族
を
持
ち
、
そ
の
結
果
、
一
族
に

よ
る
世
襲
化
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
釈
尊
以
来
の

師
弟
関
係
に
よ
る
寺
院
の
相
続
に
、
新
た
な
問
題

を
投
げ
か
け
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
に
至
る
ま
で

史歴の寺2表図
国 家 鎮 護 の 寺

貴族の祈願所としての寺

民衆の手による事

布教所としての寺
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〔飛鳥・天平〕

〔奈良・平安〕

〔鎌 倉〕

〔室 町〕

〔江 戸〕

〔昭和・戦前〕

〔昭和・戦後〕

種
々
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

昭
和
に
入
っ
て
、
政
府
は
宗
教
に
対
す
る
統
制

を
す
す
め
、
日
蓮
宗
は
本
寺
末
寺
の
関
係
を
解
体

す
る
に
至
っ
た
。

第
二
次
大
戦
後
、
連
合
軍
の
占
領
政
策
に
よ
り

寺
有
農
地
が
解
放
さ
れ
、
寺
は
経
済
基
盤
を
失
っ

た
。
ま
た
、
家
族
制
度
の
廃
止
と
信
仰
の
自
由
が

認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
寺
院
と
檀
信
徒
の

関
係
が
自
由
と
な
っ
た
。

こ
れ
以
降
、
寺
院
は
一
力
寺
、
一
力
寺
が
独
立

し
た
経
営
に
よ
り
、
寺
門
の
維
持
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

幕
末
及
び
、
第
二
次
大
戦
後
の
社
会
変
動
期
、

ア
ノ
ミ
ー
状
況
(
社
会
的
無
秩
序
、
社
会
的
道
徳

頼
廃
等
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
的
基
準
や
価
値
が
一
般

に
見
失
わ
れ
、
ま
た
は
混
乱
し
て
い
る
状
態
)
に

お
い
て
、
従
来
と
は
異
な
る
新
し
い
形
態
の
宗
教
、

新
宗
教
が
勃
興
し
て
い
る
。
こ
れ
は
幕
藩
体
制
の

中
で
習
俗
化
し
、
形
骸
化
し
た
既
成
の
宗
教
に
満

足
で
き
な
い
人
々
が
現
実
的
、
実
利
的
な
宗
教
を

求
め
始
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
今
日
に
至

る
ま
で
継
続
し
、
天
理
教
、
創
価
学
会
、
霊
友
会
、

立
正
佼
成
会
等
の
教
団
は
数
百
万
の
信
徒
を
擁
す

る
ま
で
に
成
長
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
新
宗
教
は

平
易
な
教
義
と
、
旺
盛
な
教
化
と
、
集
権
化
さ
れ

た
組
織
力
に
よ
っ
て
躍
進
し
て
き
て
い
る
が
、
日

蓮
宗
を
含
む
既
成
の
宗
教
は
、
新
時
代
に
お
け
る

教
団
の
在
り
方
に
問
題
が
あ
り
、
こ
う
し
た
新
宗

教
へ
の
対
策
や
、
長
所
に
学
ぶ
と
い
う
こ
と
も
怠

っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
家
単
位
の
教
化
か
ら


